
◆東海地方　2020年10月　景気判断理由　一部抜粋
分野 判断

やや良

不変

やや悪

やや良

不変

やや悪

やや悪

不変

やや悪

分野 判断

やや良

不変

やや悪

やや良

不変

やや悪

やや良

不変

やや悪

現状

先行き

家計
動向
関連

企業
動向
関連

家計
動向
関連

企業
動向
関連

雇用
関連

雇用
関連

≪受注量や販売量の動き≫工場の稼働が落ちるほどではないが、余り受注状況には好転がみられない。大型案件の
端境期なのは想定どおりだが、それ以上のペースで仕事量があるかは不透明である。【金属製品製造業（従業
員）】

≪その他≫街中で飲食する人たちは明らかに増えた。Ｇｏ　Ｔｏキャンペーンの影響が大きいと思われる。【民間
職業紹介機関（支社長）】

≪周辺企業の様子≫引き続き新型コロナウイルスの影響により各業種の企業は苦戦している。特に、建設業に関し
ては春先の受注激減の影響が現場に現れている。【人材派遣業（営業担当）】

≪求職者数の動き≫主要客の自動車メーカーでは、予定どおり今月から請負取引の予算削減が始まり、数名の業務
終了者が発生している。担当拠点の業務待機者は今年度中で最も多い状態なので、景気はやや悪いと感じる。【人
材派遣会社（営業担当）】

≪受注量や販売量の動き≫10月の客の動きとしては、来場、成約共に例年と変わらなかった。地元自動車メーカー
系の景気動向が上方修正されたことも要因と見受けられる。【建設業（役員）】

判断の理由、追加説明及び具体的状況の説明、回答者属性

≪販売量の動き≫客も少し新型コロナウイルスに慣れたような気がする。少しずつだが購買意欲が出てきているよ
うに思われる。【一般レストラン（経営者）】

≪販売量の動き≫ハロウィーンの菓子は好調に売れたが、菓子、食品、日配品や日用雑貨の売上は前年比で約90％
である。景気の良しあしは不明である。【スーパー（販売担当）】

≪販売量の動き≫住宅借入金等特別控除の控除期間が13年となる期限が９月であった反動で、10月は来場が少なく
なり、商談自体も少なくなった。【住宅販売会社（従業員）】

≪受注量や販売量の動き≫新型コロナウイルスの影響で２～３割弱減少していた売上、受注量並びに販売量が少し
戻り、売上は新型コロナウイルスによる減少前と同程度に戻ってきている。【電気機械器具製造業（経営者）】

主要客である自動車メーカーでの請負取引は、来年１月からも予算削減に伴う業務終了者が発生する見込みであ
り、今月以上に業務待機者が増える可能性がある。【人材派遣会社（営業担当）】

先行きに対する判断理由、回答者属性

地元飲食店とのエリア別のコラボ、エンターテインメント関連のキャンペーン等で来店の動機付けを行い、さら
に、生鮮やデリカの品ぞろえを強化中である。【コンビニ（エリア担当）】

Ｇｏ　Ｔｏ　Ｔｒａｖｅｌキャンペーンでの受注が終了し、受注の伸び悩みが見込まれる。【旅行代理店（経営
者）】

予算を組んでいたが新型コロナウイルスの影響により実施しない方向となった案件が、結局年末までに実施しなけ
ればならなくなったため、多少は上向く。しかし、全体としては下がっている状態である。【建設業（営業担
当）】

冬に入り、インフルエンザと新型コロナウイルスの両方の影響が出た場合に、現状の政府の施策のみでは持ちこた
えられない中小企業が出ることが予想される。悪化した貸借対照表は、短期間には回復できない。【公認会計士】

年末年始に向けてクリスマス、正月と個人消費を拡大するイベントが控えており、卸・小売業を中心とする景気の
拡大に期待したい。【職業安定所（職員）】

新型コロナウイルスの影響は続くと思われるが、売上や来客数に関してはほぼ落ち着いてきたようにも感じるた
め、現状とさほど変わらないと思う。【スーパー（商品開発担当）】

再び新型コロナウイルスの感染が広がっており、商談打合せも満足にできない状態である。為替レートも円高に振
れており、好転する要素がない。【一般機械器具製造業（営業担当）】

新型コロナウイルスの影響が現在の状況のままであれば、大きく落ち込むことはないが、良くもならないと考え
る。【職業安定所（次長）】
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